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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 41 △9.5 △42 － △41 － △44 －

22年３月期第１四半期 45 △58.1 △49 － △46 － △31 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 △2,121 87 －

22年３月期第１四半期 △1,853 30 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 125 25 20.6 1,219 26

22年３月期 158 70 44.6 2,075 01

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 25百万円  22年３月期 70百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 0 00 － 0 00 0 00

23年３月期 －

23年３月期(予想) 0 00 － 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 140 59.8 3 － 2 － 2 － 94 77

通期 350 105.1 7 － 6 － 6 － 283 93



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信【添付資料】３ページ(３)「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 21,291株 22年３月期 20,591株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 130株 22年３月期 130株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 21,045株 22年３月期１Ｑ 16,961株

(注意事項)
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や個人消費の持ち直しなどによ

り、景気は回復傾向にあるものの、欧米を中心とした海外景気の下振れ懸念、雇用情勢の悪化懸念など

の景気下押しリスクは依然としてあり、景気の先行き不透明感が強まってまいりました。 

このような経済環境の中、当社グループは顧客企業の事業収益を支援するセールスプロデュース事業

を積極的に推進してまいりました。主力事業であるモバイルコンテンツのプロデュース事業は、モバイ

ルサイトの改変及び新規サイトの立ち上げに積極的に取り組み、セールスプロデュース事業について

は、前連結会計年度から引き続き、日本企業の中国市場開拓のためのセールスプロデュース及び中国企

業の日本市場開拓のためのセールスプロデュースのビジネスモデルの構築に努めております。 

以上の結果、当第１四半期連結会計期間は、売上高41,123千円（対前年同四半期比9.5％減）、営業

損失42,680千円（前年同四半期49,689千円）、経常損失41,682千円（前年同四半期46,431千円）、四半

期純損失44,656千円（前年同四半期31,433千円）となりました。 

  

（資産） 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度と比較して32,840千円減少し、125,303千

円（対前連結会計年度比20.8％減）となりました。 

流動資産に関しましては、前連結会計年度と比較して現金及び預金、短期貸付金が減少したことによ

り97,437千円（対前連結会計年度比27.8％減）となりました。 

固定資産に関しましては、前連結会計年度と比較して短期貸付金が増加したことにより、27,865千円

（対前連結会計年度比19.9％増）となりました。 

（負債） 

負債に関しましては、借入金及びその他の流動負債が減少したものの、未払金及び資産除去債務が増

加したため99,502千円（対前連結会計年度比13.5％増）となりました。 

（純資産） 

純資産に関しましては、四半期純損失を計上したため、25,800千円（対前連結会計年度比63.4％減）

となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、期首に比べて

32,029千円減少し、28,295千円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

 営業活動の結果使用した資金は26,153千円（前年同期は58,072千円の使用）となりました。 

 これは主として、その他流動負債の増加12,886千円、その他流動資産の減少2,867千円の

資金増加があったものの、税金等調整前四半期純損失43,641千円を計上した結果によるものでありま

す。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

 投資活動の結果使用した資金は2,876千円（前年同期は53,722千円の獲得）となりました。 

 これは主として、無形固定資産の取得による支出4,000千円、貸付金の回収による収入1,123千円によ

るものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  

 財務活動の結果使用した資金は3,000千円（前年同期は24,650千円の使用）となりました。  

 これは長期借入金の返済による支出3,000千円によるものです。 

  

平成22年５月14日に公表いたしました連結予想から修正は行っておりません。 

  

  

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

≪簡便な会計処理≫ 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸高を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

  

  

１．会計処理基準に関する事項の変更 

(「資産除去債務に関する会計基準」等の適用) 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年

３月31日)を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益が279千円減少しており、税金等調整前四半期純利益は2,238千円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は3,637千円でありま

す。 

２．表示方法の変更 

（四半期連結貸借対照表関係） 

前第１四半期連結累計期間において、流動負債の「その他」に含めていた「未払金」は、資産総額の

100分の10を超えたため、当第１四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前

第１四半期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれる「未払金」は30,996千円であります。 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規

則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第１四半期連結

累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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当社は、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況

その他会社の経営に重要な影響を及ぼす事象が存在しております。 

当社グループは、当第１四半期連結会計期間において、営業損失42,680千円、経常損失41,682千円、

四半期純損失44,656千円を計上しており、前連結会計年度に引き続き重要な営業損失、経常損失、四半

期純損失が発生しております。 

 これにより、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。 

 四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の施策を実施してまいりま

す。  

１．主力事業の継続的な売上確保と新規事業の構築 

当社グループの主力事業である、モバイルコンテンツプロバイダーから委託を受けて運営・管理を行

っているモバイルコンテンツのプロデュース事業に関しては、サイトの改変及び新規サイトの立ち上げ

に人材及び資金を投入し、会員数の増加及び売上の増加を目的として、新規機能等の拡充及び積極的な

プロモーション活動を展開することにより、継続的な売上確保に努めてまいります。 

 また、新規セールスプロデュース事業としては、前連結会計年度より業務提携先の中国企業と共に、

日本における中国市場の金融情報提供サービスの構築に努めており、新規事業からの売上増加を図る予

定であります。また、中国関連ビジネスに関しては、中国企業の日本市場開拓のためのセールスプロデ

ュース及び日本企業の中国市場開拓のためのセールスプロデュースなどのビジネスモデルの構築にも努

めてまいります。 

２．財務体質の改善及びコスト削減 

今後の新規事業展開のための資金の確保及び経営の安定化を目的とした運転資金の調達施策として、

第三者割当増資を含めた資金調達を検討しております。調達の時期に関しましては、資金調達先との関

連性等を考慮した上で決定する予定であり、財務基盤の安定化を図ってまいります。また、更なるコス

ト削減に努め、利益率の向上を図ってまいります。 

しかしながら、上記の施策は実施途上にあるため、上記の対応策を実施してもなお継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められます。 

  

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,295 60,325

受取手形及び売掛金 15,367 14,410

商品 179 85

仕掛品 3,040 2,562

貯蔵品 556 562

短期貸付金 30,419 38,343

仮払金 20,000 20,020

その他 13,474 17,035

貸倒引当金 △13,894 △18,439

流動資産合計 97,437 134,906

固定資産

有形固定資産 5,361 4,643

無形固定資産 11,046 9,210

投資その他の資産

投資有価証券 1,738 1,738

長期貸付金 18,568 11,767

破産更生債権等 246,386 246,350

その他 9,043 8,169

貸倒引当金 △264,279 △258,642

投資その他の資産合計 11,457 9,383

固定資産合計 27,865 23,237

資産合計 125,303 158,143

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,669 16,070

1年内返済予定の長期借入金 6,100 9,100

未払金 38,365 26,501

未払費用 7,868 8,479

未払法人税等 3,437 2,130

賞与引当金 1,980 1,320

その他 3,294 2,460

流動負債合計 75,716 66,063

固定負債

負ののれん 20,149 21,623

資産除去債務 3,637 －

固定負債合計 23,786 21,623

負債合計 99,502 87,686

純資産の部

株主資本

資本金 499,790 485,790

新株式申込証拠金 － 28,000

資本剰余金 608,940 594,940

利益剰余金 △1,055,639 △1,010,983

自己株式 △27,290 △27,290

株主資本合計 25,800 70,456

純資産合計 25,800 70,456

負債純資産合計 125,303 158,143
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 45,453 41,123

売上原価 34,685 30,613

売上総利益 10,767 10,510

販売費及び一般管理費 60,457 53,190

営業損失（△） △49,689 △42,680

営業外収益

受取利息 328 247

受取配当金 2,395 －

負ののれん償却額 1,474 1,474

その他 21 275

営業外収益合計 4,219 1,997

営業外費用

支払利息 942 76

貸倒引当金繰入額 － 918

その他 19 4

営業外費用合計 961 1,000

経常損失（△） △46,431 △41,682

特別利益

貸倒引当金戻入額 15,187 －

特別利益合計 15,187 －

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,958

特別損失合計 － 1,958

税金等調整前四半期純損失（△） △31,243 △43,641

法人税、住民税及び事業税 190 1,015

法人税等合計 190 1,015

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △44,656

四半期純損失（△） △31,433 △44,656

㈱NowLoading（2447）平成23年３月期 第１四半期決算短信

－7－



(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △31,243 △43,641

減価償却費 3,421 3,124

のれん償却額 △1,474 △1,474

貸倒引当金の増減額（△は減少） △15,110 1,092

賞与引当金の増減額（△は減少） 561 660

受取利息及び受取配当金 △2,723 △247

支払利息 942 76

売上債権の増減額（△は増加） 24,016 △956

たな卸資産の増減額（△は増加） △832 △564

仮払金の増減額（△は増加） － 20

その他の流動資産の増減額（△は増加） △10,782 2,867

仕入債務の増減額（△は減少） 85 △1,401

未払消費税等の増減額（△は減少） △68 138

前受収益の増減額（△は減少） － △514

その他の流動負債の増減額（△は減少） △16,143 12,886

破産更生債権等の増減額（△は増加） － △36

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,958

小計 △49,352 △26,011

利息及び配当金の受取額 2,376 66

利息の支払額 △780 △76

法人税等の支払額 △10,316 △131

営業活動によるキャッシュ・フロー △58,072 △26,153

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △294 －

無形固定資産の取得による支出 △8,450 △4,000

短期貸付けによる支出 △38,000 －

短期貸付金の回収による収入 5,276 330

長期貸付金の回収による収入 95,000 793

敷金及び保証金の回収による収入 190 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 53,722 △2,876

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △7,850 －

長期借入金の返済による支出 △16,800 △3,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,650 △3,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29,000 △32,029

現金及び現金同等物の期首残高 76,028 60,325

現金及び現金同等物の四半期末残高 47,028 28,295
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当第１四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

当社グループは、当第１四半期連結会計期間において、営業損失42,680千円、経常損失41,682千円、四

半期純損失44,656千円を計上しており、前連結会計年度に引き続き重要な営業損失、経常損失、四半期純

損失が発生しております。 

 これにより、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

 四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の施策を実施してまいりま

す。  

① 主力事業の継続的な売上確保と新規事業の構築 

当社グループの主力事業である、モバイルコンテンツプロバイダーから委託を受けて運営・管理を行っ

ているモバイルコンテンツのプロデュース事業に関しては、サイトの改変及び新規サイトの立ち上げに人

材及び資金を投入し、会員数の増加及び売上の増加を目的として、新規機能等の拡充及び積極的なプロモ

ーション活動を展開することにより、継続的な売上確保に努めてまいります。 

 また、新規セールスプロデュース事業としては、前連結会計年度より業務提携先の中国企業と共に、日

本における中国市場の金融情報提供サービスの構築に努めており、新規事業からの売上増加を図る予定で

あります。また、中国関連ビジネスに関しては、中国企業の日本市場開拓のためのセールスプロデュース

及び日本企業の中国市場開拓のためのセールスプロデュースなどのビジネスモデルの構築にも努めてまい

ります。 

② 財務体質の改善及びコスト削減 

今後の新規事業展開のための資金の確保及び経営の安定化を目的とした運転資金の調達施策として、第

三者割当増資を含めた資金調達を検討しております。調達の時期に関しましては、資金調達先との関連性

等を考慮した上で決定する予定であり、財務基盤の安定化を図ってまいります。また、更なるコスト削減

に努め、利益率の向上を図ってまいります。 

しかしながら、上記の施策は実施途上にあるため、上記の対応策を実施してもなお継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められます。 

 四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を四

半期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

当社及び連結子会社の事業は、セールスプロデュース事業の単一セグメントでありますので、事業の

種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

在外連結子会社及び在外支店がないため記載しておりません。 

  

  

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日) 

海外売上高がないため記載しておりません。 

  

  

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

当社グループの事業は、顧客企業の事業収益を支援するセールスプロデュース事業の単一セグメント

であるため、記載を省略しております。 

  

(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

  

当社は、平成22年４月16日付で、株式会社デリッツエジャパンから第三者割当増資の払込みを受けま

した。この結果、当第１四半期連結会計期間において資本金が14,000千円、資本準備金が14,000円増加

し、当第１四半期連結会計期間末において資本金が499,790千円、資本剰余金が608,940千円となってお

ります。  

  

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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